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上記はアラビア語で“慈悲深く慈愛あまねきアッラーの御名において”の意味



サウディアラビア王国建国の祖

アブドルアジーズ・ビン・アブドッラハマーン・アール・サウード国王
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二聖モスクの守護者

ファハド・ビン・アブドルアジーズ・アール・サウード国王
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皇太子兼副首相兼国家警備隊司令官

アブドッラー・ビン・アブドルアジーズ・アール・サウード殿下
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第二副首相兼国防・航空相兼監察長官

スルターン・ビン・アブドルアジーズ・アール・サウード殿下



― X ―



― XI ―

慈悲深く慈愛あまねきアッラーの御名において

巻頭言

サウディアラビア王国と日本の外交関係は半世紀前に

遡る1955年に樹立され、爾来、両国関係は政府の力強い

後押しにより様々な分野において継続的な発展を遂げて

きた。今や日・サの関係は、相互理解と協力の面で世界

の模範となっており、商工業をはじめ、文化、教育など

あらゆる重要分野において、両国の絆はさらに強化・拡

大を続けている。日本はサウディアラビアにとって最大

級の貿易パートナーとして輸入面では米国に次ぎ第2位の座を占め、2000年にお

けるサウディアラビアの日本製品輸入額は約118億5,000万リヤール（約31億6,400

万ドル）に達している。一方、サウディアラビアは石油、石化製品を日本に輸出

しており、その量は年々増加の一途を辿っている。1975年に締結された両国政府

間の経済技術協力協定に基づいて設置された「日本・サウディアラビア合同委員

会」の多大な努力により発展を遂げてきた両国関係は、1998年10月の副首相兼国

家警備隊司令官アブドッラー皇太子殿下の日本公式訪問により一層強化された。

両国の共通利益の実現のためには、投資の促進が不可欠であるが、深い相互理

解と協力があって初めてそれが可能となるのである。

本書は、サウディアラビア王国の現況とその文化、ならびに二聖モスクの守護

者ファハド国王とアブドッラー皇太子殿下の指導により王国が成し遂げた発展と

近代化の姿を、親愛なる日本の皆様に紹介するために出版されたものである。

サウディアラビア国民が敬意を抱く日本の皆様が、本書によってサウディアラ

ビア王国を正しく理解されることを切に願うものである。

本書の出版に際し、多大な協力をいただいた日本サウディアラビア協会小長啓

一会長ならびに同協会関係者に対し、深甚なる謝意を表する次第である。

サウディアラビア王国文化・情報大臣

フアード・ビン・アブドッサラーム・アルファールスィ

2004年2月、リヤード
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“アラビア”、この言葉の響きには夢がある。そのアラ

ビアで製作され、シルクロードを伝い、中国を経由して

日本に到来した文物のいくつかが、今も正倉院に眠って

いる。

そのアラビア半島が大きく動いた時代、第二次世界大

戦に敗れた我々が、国際社会から切り離されていた時代

に、中東世界は大きく変化を続け、新しい国を次々に誕

生させていた。石油資源を見つめる超大国同士の駆け引きの続く中、よちよち歩

きで国際社会に復帰したばかりの日本はひたすら石油にキーワードを求めてい

た。

その中にひときわ目を引いたのが“サウディアラビア”建国であったことも事

実。

1980年代、私は癌センターをサウディアラビアに建設するため、初めてこの国

を訪問した。“石油だけ”と言われる両国関係に違った切り口での友情を育てら

れないか？というのが当時の私の夢だった。その夢は今も変わらず私の胸の中で

燃え続けている。

総理大臣在職当時、経済以外の分野でも、二国間関係を強化したい、そんな思

いの中で「日本・サウディアラビア協力アジェンダ」が現実に向けて動き始めた。

この流れを引き続き加速させてゆくことが今、私の“夢”である。

衆議院議員（元内閣総理大臣、首相外交最高顧問）

橋本　龍太郎

2004年2月
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サウディアラビア王国は本書のサブ･タイトルが示すよ

うに「伝統ある若き近代国家」である。同国は1930年代

の石油発見とともに急速な発展を遂げたが、同時にイス

ラームとアラブ社会の慣習を保持しつつ国際社会におけ

る重要な位置を占めている。

2005年に両国は外交関係樹立50周年を迎えるが、この

半世紀の間に両国の相互理解は深まり、密接な補完関係

を築き上げることができた。従来の石油を中心とした良好な経済関係に止まらず、

投資、技術移転の分野での一層の拡大が期待されている。

互いを知ることが友好の精神を涵養する第一歩であるが、1966年に始まったサ

ウディアラビア航空の観光ツアーによって、それまでは我々日本人にとって遠い

砂漠と石油の国というイメージしかなかったサウディアラビアが身近な存在とな

り、日本国民の間に王国に対する正しい認識が急速に広まりつつあることは大変

喜ばしいことである。

本書がサウディアラビア王国を知るための良き道しるべとなり、政治、経済、

文化などあらゆる分野における交流がさらに深まることを切に期待している。

日本サウディアラビア協会会長

小長　啓一

2004年2月
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●首都：リヤード ●面積：214万9,690km2（日本の約5.7倍）
●人口（2000年サウディ政府統計）：2,085万人（サウディ人：1,559万人、外国人：526万人）
●民族：アラブ人 ●国語：アラビア語 ●宗教：イスラーム教 ●政体：君主制
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国　旗

サウディアラビア王国の国旗は、「統治基本法」の第3条にて、次のように定め

られている。

第3条：国　旗

（1）色は緑色とする。

（2）縦の長さは、横の長さの3分の2とする。

（3）国旗の中央に、“la ilah illa Allah Muhammad rasoul Allah” と表記し、そ

の下に、剣を置き、半旗にはしないものとする。

国旗の中央のアラビア語は、イスラームにおける信仰の告白の言葉、「シャハ

ーダ」で、「アッラーの他に神はなく、ムハンマドはアッラーの使徒なり」との

意味である。また剣は正義を、旗地の緑色は繁栄を表している。国旗は日の出か

ら日没まで、すべての政府省庁・公共機関の建物および同国の在外大使館と領事

館に掲揚されるほか、国家の重要行事の際にも掲揚される。国旗を半旗にしては

ならないとの規定は、シャハーダを汚さないためであり、従って、国旗を地面ま

たは水につけたりすることも禁じられている。

国旗と国章
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国　章

国章もまた、統治基本法第4条にて、次のように規定されている。

第4条：国　章

国家の国章は、交差した2本の剣とその交差の上部に椰子の木を置いた図柄

とする。また、法令にて国歌と勲章を定めるものとする。

剣は力と忍耐を表し、椰子の木は生命力、生長、繁栄を象徴している。

サウード王家発祥の地、ディルイーヤ（リヤード）


